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舟・曙｣、 『かたつむりの女」の4点は、既存の『た

くましく』と合わせて周回する道沿いに並んで設置

され、彫刻□－ド風の景観ができあがりました。こ

れで、森林公園に設置された山崎さんの作品は合計

8点。彫刻の森づくりに大きな－歩を踏み出しまし
ナー
ノーo

森林公園に彫刻家の山崎猛さん（茨城大学名誉教

授で東海村在住）から寄贈された5点のブロンズ像

が設置されました。公園の入□にある『女の門」は

以前からある「木馬｣や｢ひとみ輝く』と道路を挟

んで三角形を作り、それぞれ向かい合うように並ん
はこ

でいます。また、 『いざない｣ 、 「ふれ』 、 『女の方

撫
個
典
鴫
轌
学
齢
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ｌ
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
消
防
本
部
の

救
急
救
命
士
は
、
宇
佐
美
さ
ん
が
初
め
て
と

聞
き
ま
し
た
が
、
救
急
救
命
士
と
い
う
の
は
、

ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

宇
佐
美
救
急
車
が
患
者
を
医
療
機
関
に
送

り
届
け
る
ま
で
の
搬
送
途
上
で
、
医
師
の
指

示
を
受
け
な
が
ら
高
度
な
応
急
処
置
を
行
う

の
が
大
き
な
仕
事
で
す
。
高
度
な
応
急
処
置

と
い
う
の
は
初
期
の
医
療
行
為
の
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
は
医
師
に
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
施
術
の
一
部
が
、
医
師
の
指
示
を
受

け
な
が
ら
と
い
う
条
件
付
き
で
救
急
救
命
士

に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ｌ
｜
刻
を
争
う
救
急
活
動
で
は
、
と
て
も
心

強
い
こ
と
で
す
ね
。
救
急
救
命
士
は
比
較
的

新
し
い
制
度
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
導
入
さ
れ

た
背
景
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

宇
佐
美
人
口
の
高
齢
化
や
交
通
事
故
な
ど

に
よ
っ
て
脳
血
管
疾
患
や
心
肺
機
能
停
止
状

態
で
救
急
医
療
機
関
に
搬
送
さ
れ
る
患
者
数

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
患
者
に

そ
せ
い

対
し
て
は
、
一
刻
で
も
早
く
心
肺
蘇
生
な
ど

の
施
術
を
行
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
ま
で
の
救
急
隊
員
と
し
て
は
限
ら
れ
た

範
囲
で
の
措
置
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

早
く
か
ら
同
じ
よ
う
な
制
度
を
導
入
し
て
い

る
ア
メ
リ
カ
の
事
例
で
は
、
救
急
車
内
で
の

医
療
行
為
に
よ
っ
て
救
命
率
が
向
上
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
参

考
に
日
本
で
は
平
成
三
年
に
法
制
度
を
整
備

初
め
て
の
救
急
救
命
士

医
師
の
指
示
を
受
け
な
が
ら

搬
送
途
上
に
医
療
行
為
を
行
う
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且U裏曝F青し）単了ヵ【しEVSJｽと書かれた高規格救急車。これは英語の
｢EMERGENCYMEDICALSERVICE｣の略で、 「救急医療サービス」を意味して

います。また、この文字を横切る赤い波の線は、心臓の波形を意味しています。

救急体制の新しい時代を象徴するような斬新なデザインのこの高規格救急車の前

っているのは、高萩市・十王町事務組合消防本部に勤
まさのり

する宇佐美正訓さん（安良川)。昨年、救急救命士の

資格を取得した救急隊員です。高規格救急車に積載し

た器具とそれらを操作する救急救命士によって、高度

な応急処置ができるようになりました。

今月から本格的な活動を開始した救急救命士につい

て、宇佐美さんに話を伺いました。
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救急救命士の活動が始まる.／

し
、
翌
年
に
は
救
急
救
命
士
の
第
一
期
生
が

誕
生
し
ま
し
た
。
高
齢
化
社
会
の
進
行
や
多

発
す
る
交
通
事
故
な
ど
へ
の
対
応
と
し
て
時

代
の
要
請
で
も
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｉ
専
門
的
な
知
識
を
取
得
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
講
習
会
も
大
変
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

宇
佐
美
こ
の
資
格
は
、
厚
生
省
の
国
家
試

験
に
合
格
し
て
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
厚
生
省
が
指
定
す

る
救
命
士
養
成
所
で
六
か
月
間
に
わ
た
っ
て
、

基
礎
医
学
、
臨
床
救
急
医
学
、
臨
床
実
習
な

ど
の
専
門
的
知
識
を
習
得
し
て
初
め
て
受
験

資
格
が
得
ら
れ
る
た
め
に
、
研
修
生
は
み
な

さ
ん
真
剣
で
し
た
ね
。

ｌ
救
急
救
命
士
が
行
う
搬
送
途
上
の
医
療
行

蕊

医
療
行
為
は
三
つ

高
規
格
救
急
車
と
一
体
に
な
っ
て

救
命
率
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す

川

息蕊

I

高萩協同病院で実習の総合指導を

担当した

整形外科医師石橋勇責さん

ブレホスビタル（病院収容前）の情報

交換と救急治療が実りある診療につな

がります

為
に
つ
い
て
具
体
的
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

宇
佐
美
心
肺
停
止
状
態
の
患
者
を
例
に
あ

げ
る
と
、
救
急
救
命
士
が
こ
の
よ
う
な
患
者

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
①
半
自
動
式

じ
よ
さ
い
ど
う
き

除
細
動
器
に
よ
る
除
細
動
、
②
薬
剤
を
用
い

た
静
脈
路
確
保
の
た
め
の
輸
液
（
点
滴
）
、

③
器
具
に
よ
る
気
道
確
保
の
三
つ
で
、
「
三

点
行
為
」
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
具

体
的
に
は
、
医
師
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
半

自
動
式
除
細
動
器
を
使
用
し
て
心
拍
の
回
復

を
は
か
っ
た
り
、
静
脈
路
確
保
の
た
め
の
輸

液
を
行
い
、
呼
吸
を
確
保
す
る
た
め
の
器
具

（
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
）
を
挿
入
す
る
な
ど
患
者

の
状
態
に
合
わ
せ
て
対
応
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
処
置
に
よ
っ
て
、
医
療
機

関
到
着
時
に
は
手
術
や
処
置
が
円
滑
に
行
え

る
よ
う
に
な
り
、
救
命
率
の
ア
ッ
プ
に
も
つ

な
が
っ
て
き
ま
す
。

ｌ
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
医
療
機

関
と
の
連
携
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

宇
佐
美
そ
の
と
お
り
で
す
。
実
際
の
活
動

宇佐美さんの救急救命士としての病

院実習を引き受けるにあたり､=①救急

医療の技術をはじめ、②臨床医学･看

護全般の知識、③地域医療・病院体制

の理解、④法律や福祉の実務など幅広

く研修ができるよう組み立てました｡

救急隊と病院との連携を進めるために

は、技術習得以上の内容が必要と考え

たからです｡他の署､"他の病院にも誇

れる実績です｡ J 山 ＆ ■ "
従来から積極的に実施し《てきた処置

、 ． ､： 善 箕､ ､ ､: ｡: ‘ :､

に、法律的な裏付け懲毎えられ野J“

急救命士のみ蝿”割揖いい■蚕
も励みになることでしようざ敏急救命

“ 、､ ，， ､，､ ：

士の誕生により,救急隊全体の実力と

士気とが更に高まるものと熊持しzでい

ｰ

で
は
、
医
療
機
関
の
み
な
さ
ん
と
の
連
携
が

と
て
も
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め

先
月
ま
で
の
四
か
月
間
、
高
萩
協
同
病
院
で

外
来
・
病
棟
・
手
術
室
・
検
査
室
・
薬
局
な

ど
の
臨
床
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
実
習

を
と
お
し
て
得
た
知
識
と
、
医
師
や
看
護
婦

の
み
な
さ
ん
、
病
院
関
係
者
の
方
々
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、
こ
れ
か
ら
の
活
動

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ｌ
先
月
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
え
る
高
規
格

救
急
車
を
導
入
し
ま
し
た
が
、
そ
の
救
急
車

に
は
ど
ん
な
設
備
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

宇
佐
美
従
来
の
設
備
の
ほ
か
に
、
先
ほ
ど

お
話
し
し
た
除
細
動
器
や
静
脈
路
確
保
の
た

め
の
輸
液
セ
ッ
ト
、
気
道
を
確
保
す
る
た
め

の
器
具
や
一
台
で
血
圧
・
脈
拍
数
．
心
電
図

が
観
察
で
き
る
器
材
な
ど
最
新
の
医
療
機
器

が
積
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
（
ベ
ッ
ド
）
は
揺
れ
の
少
な
い
耐
震

式
で
、
必
要
に
応
じ
て
左
右
に
移
動
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
車
高
が

ます°私ども病院の医師も､"救急隊員

に具体的指示を与える立場の責任を自

覚し、収容前治療の向上のため協力し

ていきたいと考えています｡

ー

唐
、
現
在
、
こ
の
救
急
救
命
士
の
資
格
を
持
つ
ン

て
い
る
の
は
宇
佐
美
さ
ん
一
人
で
す
が
、
一
画
且

萩
市
、
十
王
町
事
務
組
合
消
防
本
部
で
は
、
一

引
き
続
き
計
画
的
に
救
急
救
命
士
を
養
成
し
一

／
て
い
く
予
定
で
す
。
二、

高
い
の
で
車
内
で
の
移
動
も
ゆ
っ
た
り
と
し

て
い
ま
す
。
高
規
格
救
急
車
は
設
備
の
充
実

だ
け
で
な
く
、
車
の
構
造
自
体
が
よ
り
便
利

に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇

ｌ
今
月
か
ら
実
際
の
活
動
に
入
り
ま
し
た
が
、

最
後
に
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

宇
佐
美
実
際
の
活
動
に
際
し
て
は
、
救
急

隊
員
と
し
て
の
基
本
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

み
な
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
救
急
隊
と
し
て
地

域
に
密
着
し
た
活
動
を
目
指
し
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ｌ
今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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口
施
政
方
針
演
説
か
ら

福
祉
や
教
育
に

重
点
的
に
配
分
す
る
た
め
、

事
務
・
事
業
経
費
の

徹
底
的
な
調
整
に

努
め
ま
し
た
。

現
在
、
国
や
地
方
公
共
団
体
を
巡
る
社
会
・

経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
先
行
き
の
見
え
な

い
経
済
不
況
の
中
に
あ
っ
て
誠
に
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
当
市
に
お
き
ま
し
て
も
税
収
な

ど
一
般
財
源
が
伸
び
悩
む
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

市
民
の
多
様
な
行
政
需
要
に
対
応
し
て
い
く
た

め
、
新
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
そ
の
施
策
の
実

現
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
近
年
は
、
高
齢
・
少
子
化
の
急
速
な
進

展
や
市
民
の
意
識
の
変
化
に
伴
い
、
保
健
・
福

祉
及
び
医
療
の
施
策
の
充
実
を
始
め
、
自
然
や

歴
史
な
ど
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
農
林
業
や
商
工
業

三
月
一
七
日
㈹
、
第
一
回
高
萩
市
議
会
定
例
会
で
平
成
一
０
年
寝
予
算
が
可
雫

“
錘

決
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
予
算
は
景
気
の
低
迷
を
反
映
じ
て
厳
し
い
内
容
に

な
り
ま
し
た
が
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
積

極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
今
年
度
の
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
．

「
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
高
萩
」
を
口
同
指
し
て
…

今
年
度
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

’
‐

予算額 （万円未満四捨五入）

■一般会計 1 27億9，500万円

■特別会計 59億4， 172万円

口国民健康保険事業 20億7， 900万円

口老人保健事業 33億1 ， 900万円

口町西側土地区画整理事業 5億3 ， 800万円

口公共用地先行取得事業 572万円

■企業会計 1 2億3，501万円

口水道事業 1 0億8， 844万円

口工業用水道事業 1億4， 657万円

伸び率

△0．8

4．5

” 04
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17．2
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△4．3

△10．0

会
計
別
の
予
算

I I
｛

’

’
、

199億7， 1言73万円毒謹如
谷
口 計 =4

｜
般
会
計

市
の
行
う
仕
事
は
、
す
べ
て
予
算
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
予
算
は
、
市

に
入
っ
て
く
る
お
金
を
歳
入
、
使
わ
れ
る
お

金
を
歳
出
と
い
っ
て
経
理
し
ま
す
。
市
の
会

計
に
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業
会

計
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。

歳
入
に
は
ま
ず
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
市
税
が
あ
り
ま
す
。
市
税
に
は
、
市

民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
が

あ
り
、
今
年
度
は
歳
入
総
額
の
約
三
七
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
歳
入
に
は
、
各
基
金
か
ら
の
繰

入
金
、
諸
収
入
や
財
産
収
入
、
使
用
料
・
手

数
料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
市
が
独
自
で
集
め

歳
入
…
厳
し
い
税
収

三
つ
の
会
計

予
算
の
概
要

‐

識

茅
る
こ
と
が
で
き
る
こ
れ
ら
の
お
金
の
こ
と
を

自
主
財
源
と
い
い
ま
す
。
今
年
度
予
算
で
は
、

特
別
減
税
の
実
施
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
約

四
千
万
円
の
税
の
減
収
を
見
込
み
、
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
自
主
財
源
と
は
反
対
に
、
国
や
県

か
ら
の
交
付
金
な
ど
を
依
存
財
源
と
い
い
ま

す
。
今
年
度
予
算
で
は
、
地
方
交
付
税
が
約

二
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
次
い
で
市
債
、

国
・
県
支
出
金
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
自
主
財
源
と
依
存
財
源
の
二
つ

の
財
源
を
合
わ
せ
た
総
額
一
二
七
億
九
千
五

○
○
万
円
が
今
年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
歳

入
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

歳
出
…
三
点
的
・
効
果
的
に
配
分

歳
入
が
決
ま
れ
ば
、
そ
の
予
算
を
配
分
し

い
か
に
有
効
に
使
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
で
す
の
で
、

重
点
的
・
効
果
的
に
配
分
し
ま
し
た
。
特
に

蕊鶏

御蝿…
’

"繍懲“

4



の
振
興
な
ど
地
元
産
業
の
活
性
化
を
目
指
し
へ

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
尭
実
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

平
成
一
○
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、

『
住
民
の
福
祉
の
増
進
』
と
『
行
財
政
の
効
率

的
な
運
営
一
を
基
本
に
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有

効
に
使
う
た
め
に
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
の
中
で
事
務
・
事
業
に
つ
い
て
は
、
必
要

性
や
緊
急
性
あ
る
い
は
住
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ
な

ど
基
本
的
な
観
点
か
ら
見
直
し
を
行
い
、
厳
し

い
選
択
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
（
仮
称
）

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
東
小
学
校
校
舎

改
築
事
業
な
ど
、
福
祉
や
教
育
に
重
点
的
に
配

分
す
る
た
め
、
事
務
・
事
業
経
費
の
徹
底
的
な

調
整
に
努
め
ま
し
た
。
収
入
の
面
で
は
、
財
源

の
根
幹
と
な
る
税
収
の
確
保
を
始
め
、
国
庫
支

出
金
や
地
方
交
付
税
を
慎
重
に
見
込
む
と
と
も

に
、
市
債
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税
に
よ
る

財
政
措
置
の
あ
る
地
方
債
を
活
用
す
る
な
ど
後

年
度
負
担
に
配
慮
し
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民

生
活
に
密
着
し
た
各
種
事
業
を
推
進
い
鞠
が
堺
興

「
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
高
萩
」
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

6億5,428万円(5. 1％）

〈内訳〉 |b
．.､ ‘． 額算総予

T

地方讓与税 1億5‘ 120万円

地方消費税交付金3億400万

その他 1億9,908万円

煮ず鴬
'6"W跡也

鵜 (ー

市税

46億7,914万円
（36.6％）

§擁#＃

醗身

”

！』L職，′涜一ﾐﾉﾛ

(仮称)総合福祉~センターの外観イメージ図

今
年
は
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
の
事
業
や
諸
手
当
の
見
直
し
を
行

い
な
が
ら
編
成
に
あ
た
り
ま
し
た
。

歳
出
の
内
訳
で
は
、
左
図
の
よ
う
に
民
生

費
や
土
木
費
、
教
育
費
の
割
合
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
（
仮
称
）
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費
や
高
浜
排
水
路

整
備
事
業
費
、
東
小
学
校
校
舎
改
築
事
業
な

ど
福
祉
や
防
災
、
教
育
に
関
す
る
経
費
に
厚

み
を
加
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

特
別
会
計

ー

r一般会計(127億9,500万円)歳入ふ歳出の内訳しL

閨
市
が
行
う
事
業
の
中
で
、
企
業
的
な
性
格

を
持
つ
事
業
に
設
け
て
い
る
会
計
で
、
水
道

事
業
や
工
業
用
水
道
事
業
が
あ
り
ま
す
。

特
定
の
事
業
に
よ
る
収
入
を
特
定
の
支
出

に
充
て
る
場
合
に
設
け
て
い
る
会
計
で
す
。

今
年
度
、
国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
医
療
費

の
伸
び
に
よ
り
、
ま
た
老
人
保
健
事
業
で
は

受
給
者
の
増
加
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
比

で
○
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
九
・
七
パ
ー
セ
ン

ト
の
伸
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
も
］
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蕊
健康でやすらかな地域社会づくり

一F ､ 鈍『－

｡＆"『仮称）総合福祉センター建設の推進や中核的な公的医療

蕊
機関である高萩協同病院の総合病院化についても積極的に促

進しながら、福祉・医療・保健が一体となったまちづくりを

進めていきます。

高齢者福祉については、平成12年度からスタートする介護

保険に向けた準備体制を整えるとともに、民間福祉施設の利用促進や入浴サービス活動を推進し

ていきます｡また､引き続き児童クラブ運営事業を推進しながら児童福祉の充実に努めていきます，

祝賀会や独り暮らし高齢者へのヤクルト支給を取り止め、 さらなお、これまで行っていた金婚

に、敬老祝金の見直しを行い、新たに独り暮らし高齢者等給食サービス事業を行うなど、今後の

在宅福祉サービスや(仮称)総合福祉セ ンターの充実に向けた取り組みを進めていきます。

◎主な事業

●独り暮らし高齢者等給食サービス事業［新規］ 167万円

●介護保険事業［新規］ 114万円

●(仮称)総合福祉センター建設事業(10～12年度継続) 8億2,887万円

●国民健康保険事業特別会計繰出金 1億3,000万円

●老人保健事業特別会計繰出金 1億7,232万円

●児童クラブ設置事業 610万円

●各種検診・健康診査・予防接種事業 6, 125万円

“感鐸

鐸

懲幾態窮笈蕊

活力あ柿民生活をつくⅢす産業づくり
蕊

噂
睡
貼

〃ぼ;場や農道などの農業生産基盤の整備を進めるとともに、中

核農家の育成などをとおして効率的な農業を目指します。また、

魅力ある農山村づくりを目指して山村振興事業による山間地域

の活性化を図るとともに、林道の整備や間伐などを行いながら、

森林の適正な管理と環境保全機能の維持に努めていきます。

中心商店街など既存商店街が厳しい状況にある商業について

は、商工会との連携を図りながら商店街の環境整備などを積極

的に支援し、魅力ある商店街の形成に努めていきます。

工業については、新たな工業団地への企業誘致を積極的に推

進するとともに、 これまでの工業団地での企業の生産活動を活

発化させるため新たな支援策に取り組んでいきます。

◎主な事業

●山村振興等農林漁業特別対策事業［新規］ 670万円

●集団転作団地化推進補助金［新規］ 440万円

●駅前通り景観整備事業費補助金［新規］ 405万円

4, 100万円 ●農道整備事業 1,350万円

1,870万円 ●さわやか樹林帯整備事業 880万円

3,814万円 ●林道烏曽根線開設事業 8,608万円

1,422万円 ●中小企業合理化資金融資保証料助成金817万円

､瞳瀞¥

慧

舗
韓
科

識…

●土地改良事業

●転作達成助成補助金

●林道大能・米平線舗装事業

●商店街景観整備事業費補助金

§報奨金や使用料等の改正§

まちづくりを支える行財政 ○市県民税と固定資産税の納期前納付の報奨金を「前納額

の100分の05」に、またその限度額もF1§万円｣に改正：

しました。

○納税貯蓄組合の完納奨励金を「納付額の100分の2」に"

改正しました｡ 〆ゞfどf3
○施設使用料等について消費税相当額を加算（使用蕊零に

； ･零､ ； “ :､ :鷺､餅､

100分の105を乗じて得た金額。 10円未満の端裁は切り捨

て)することになりました。 ＝■Jf虹"■報■毎℃
［対象となる施設など］ 市営駐車場、老人いこいの家、

公民館、文化会館、市民体育館、勤労冑少年ホーム、市

営野球場、高浜運動広場勤労者体育施設

共団体がそれぞれ厳しい財政状況となってい国や地方公

る中で、簡素で効率的な行政運営が求められている一方、

地方分権が時代の要請として進んでいます。

当市においても歳入の伸び悩みの中で、住民の多様な要

望に応えようと努めてきていますが、今後の財政状況の好

転が望めないと予測される現状では、健全な行財政の運営

に向けた財政基盤の確立が急務の課題になっています。こ

のため、今年度事業については、その全般にわたって見直

しを行いました。

冨
０
】



土地利用と水資源

篭 菫nl"
道の改良や橋梁、交通安全施設の整備などを推進します。

3か年度にわたって取り組んでいる高浜排水路について

は、今年度の完成を予定しています。また、駅前通りの電

線の地下埋設工事も今年度完成しますので、 これに合わせ

てカラー歩道や案内板の設置などを行います。

合理的な土地利用を進めるために、地籍調査事業を引き

続き推進し、本年度から山間地域の測量を進めます。また、

林間住宅など大規模な開発に対しては、 自然環境や優良農

地の確保に留意しながら、適切な誘導を図っていきます。

水資源の確保については、住宅の増加や生活様式の変化

に伴う水需要に対応していくために、小山ダムの建設促進

や花貫ダムの貯水能力の向上を関係機関に要望していくと

ともに、森林の保全や林業の振興を通して、水源のかん養

に努めます。

山間地域については、道路の整備や交通機関

の確保に努めながら、民間活力を導入した活性

化を進め、高萩・北茨城新都市開発整備につい

ては、地域振興整備公団・県及び北茨城市と連

携しながら事業の促進を図っていきます。

◎主な事業

●建築指導費 7,644万円

●高浜地区排水基購轄備事業(8～10年度継続）

3億6,696万円

●都市計画道路3.5.3号ほか1路線整備事業

●町西側土地区画整理事業特別会計繰出金

●日立・高萩・十王広域下水道組合負担金

●道路・橋梁・交通安全施設等整備事業

◎主な事業

●上水道事業小山ダム利水出資金

1 ,425万円

●小山ダム対策費 1 , 126万円

2億4,360万円

8,970万円

8億8,820万円

2億2,443万円

人間優先の生活環境づくり
灘

＝『グリ・－ンタウンてつな」による宅地の供給を計画的に進め

るとともに、県営住宅の建設促進や花貫市営住宅の建設など良

質な住宅の提供にも努めていきます。

4月1日から始まった特定行政庁の業務を進めるために、新
あL，

補助制度を設けて狭院道路の拡幅整備に努めていきます。また

観整備奨励補助金を設けて松岡城跡周辺の環境整備やHOPE

進にも取り組んでいきます。

消防やし尿・ゴミ処理・斎場については、高萩市・十王町事消防やし尿・ゴミ処理・斎場については、高萩市・十王町事

〃
魚
“
；
鐸

甘
睦
恥
膨
ト
ー

尭鴛

＝秘← 脚
篭

j覇

』
』

務組合との連携を図りながら進め、

消防については、今年度新たに防災情報ネットワークの整備に取り組みます。

◎主な事業

●建築確認に伴う狭隠道路拡幅整備促進補助金［新規］ 600万円

●松岡景観整備奨励補助金［新規］ 450万円

●防災情報ネットワーク整備事業費負担金［新規］ 1,854万円

●高萩市．十王町事務組合(斎場．し尿塵芥・消防費）負担金 11億8,275万円

、0コ

心豊かな人づくり
鳶鐙鷺』

学校での児童・生徒への心の教育や教職員の指導力の向

上を図るともに、各種の社会教育活動を通して、あたたか

い人間関係の醸成を図っていきます。

学校教育関係については、東小学校校舎の改築をはじめ

とした各施設の整備を進め、父兄負担の軽減についても引

き続き取り組んでいきます。また、生涯学習やスポーツ、

芸術・文化活動については、高浜運動広場の整備をはじめ

各種事業を推進するとともに、各種団体やサークルの自主

活動に対して積極的に支援していきます。

◎主な事業

●東小学校校舎改築事業(9～10年度継続） 4億3,325万円

●スクールカウンセラー活用調査研究委託事業176万円

●エイズ教育研究事業 60万円

●教育用コンピューター関連経費（中学校） 604万円

●生涯学習推進事業 634万円

●高浜運動広場整備事業 9,009万円

7



鰯 州勵

『蝿

蕊

蝉
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お鱈麺 死

蝋

理
想

と、
「

住

ま

い

づ

く

り

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

講

座

」

一

…

ための高萩市HOPE (地

計画に蟇づいて、平成8

各種の事業を進めていま

画の推進プラン“住まい

担う人づくり'，の－つに

里三

県建築士会高萩支部が中

て運営している『いきい

づくり学校（校長鈴木修

があります。この学校

隠謹霊：』

た
座

製鰯患し雷ピ；
は‘講座に参加した市民

想と理想とする家、審査

バイスを紹介します。

今年度も新たに講座を開

ので、興味のある人は、

加してください。
i識鶴蝉灘雛

灘鍵驚識鍵蕊鱗；
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露鹿獄艶週凱I鰯 渡辺日出雄さん（下手綱）チーム

建築士会［豆澤時雄さん・長井喜代道さん・

石吉勝さん・佐藤勇さん］

●テーマ『改築するならこんな家』口
内閣総理大臣表彰を

受賞

★特色 撚
蕊

．狭い敷地の中で庭を確保するため総2嚥
階建てにしました。 #1

＃

:蝿鰯寵撹蹴羅
避難用ポールも付けました。 f

1ざ
・多目的に活用できる2間続きの広間とfリ

家事室を1階に造りました。 f
:薯

・ 2階にもトイレを設置し、洗面台も我’

つにしました(朝、一番込み合うため)。

・子供部屋全てを2階南側に設けました。

・台所や廊下に床下収納庫を設けました。

一

’
錘

い
ま
し
た
ｃ
そ
こ
で
、

改
築
を
想
定
し
て
、
建

ぺ
い
率
や
容
積
率
な
ど

の
定
め
の
中
で
、
私
な
り
に
間
取
り
な
ど
を
図

面
に
落
し
て
は
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
の
家
を
建
て
て

一
四
年
が
経
ち
、
家
族

構
成
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
に
合
わ
な
い

間
取
り
が
気
に
な
っ
て

ほづみまさつぐ

穂積政次さん（上手綱）

穂積さんが、 3月7日(土)に日

本武道館で開かれた自治体消防制

度50周年記念式典で、内閣総理大

臣表彰を受賞しました。

昭和29年3月に松岡町消防団長

として入団し、高萩市が施行され

一

建
築
に
は
以
前

か
ら
興
味
が
あ
り
、

独
学
で
勉
強
し
て

い
ま
し
た
が
、
本

で
は
得
ら
れ
な
い

知
識
や
見
逃
し
て

い
る
こ
と
な
ど
を

知
る
、
と
て
も
有

意
義
な
時
間
を
過

ご
せ
ま
し
た
。

た同年11月23日に高萩市消防団副

団長 そ~して昭和44年4月には、
）一
V＝、

消防団長の要職に就かオしました

平成7年12月に退団するまでの

42年間のうち27年間を消防団長と

して、本市の消防行政の近代化と

基盤の確立のために尽力された穗

積さんは、各団員から高く評価さ

れ信頼されてきま 1ナー
曹′ｰ

を
し
た
り
、
各
家
庭
を
訪
問
し

て
介
添
え
を
し
た
り
し
ま
す
の

で
、
そ
の
経
験
を
設
計
に
い
か

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

重
点
を
置
い
た
の
は
、
将
来
、

居
住
者
が
高
齢
化
し
て
も
そ
の

ま
ま
、
あ
る
い
は
少
し
の
改
造

で
住
み
続
け
ら
れ
る
こ
と
。
ま

た
、
老
化
な
ど
に
伴
う
障
害
を

も
っ
た
場
合
に
も
対
応
で
き
る

住
宅
で
す
。

み
な
さ
ん
と
協
議
を
重
ね
る

ご
と
に
、
イ
メ
ー
ジ
に
近
づ
い

て
い
く
喜
び
が
味
わ
え
ま
し
た
。

家
を
建
て
る
前
に
は
、
ぜ
ひ
必

要
な
プ
ロ
セ
ス
で
す
ね
。

*喜びの声＊受賞は、地域の安全

と財産の保護という奉仕の精神に

立って活動されて きた諸先輩や各

蕊；分団などのみなさんのご協力のお

陰 感謝の気持ちでいっぱいです‘

ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
と
い

う
職
業
柄
、

高
齢
者
の
み

な
さ
ん
と
話

息
一

ー

柔軟な居住

スペース造り

井坂さんチームへ 渡辺さんチームヘ

かなへ賞”
66

"やさしさで賞”

る
柔
軟
な
居
住
ス
ペ
ー
ス
造
り
が
、
よ
い
家

の
条
件
で
あ
る
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

よ
り
快
適
な
家
に
住
む
た
め
に
は
、
家
族

一
人
ひ
と
り
が
、
遠
盧
す
る
こ
と
な
く
要
望

を
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。
建
築
士
の
み

な
さ
ん
が
、
熱
心
に
追
求
さ
れ
た
作
品
を
目

に

し
､

力
な
ど
の
活
用
も
研
究
し
て
く
だ
さ
い
。

を
近
所
や
病
院
に
連
絡
で
き
る
シ
ス
テ
ム
も

組
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
床
や
廊
下
な
ど
の

材
質
は
、
車
イ
ス
の
滑
り
が
あ
る
程
度
同
じ

に
な
る
よ
う
に
、
類
似
し
た
も
の
を
選
ぶ
こ

と
も
大
切
。

ト
イ
レ
や
各
部
屋
な
ど
の
温
度
差
を
少
な

く
し
、
家
全
体
が
快
適
な
温
度
に
保
て
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。
維
持
費
の
面
も
考
盧
し
、

ソ
ー
ラ
ー
コ
レ
ク
タ
ー
や
低
料
金
の
夜
間
電

す
。
そ
の
ら
し
さ
は
、
日
ご
ろ
か
ら
友
達
や

周
囲
の
人
と
話
し
合
う
機
会
を
も
つ
こ
と
で
、

自
然
に
芽
生
え
成
長
し
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
土
地
の
風
土
に
配
盧
さ
れ
、

そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
良
さ
を
取
り
入
れ
、

ま
ち
の
ら
し
さ
を
育
て
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
家
造
り
に
重
要
な
の
は
、
建
て

る
人
と
建
築
士
さ
ん
、
大
工
さ
ん
の
三
者
の

丸
持
ち
が
合
う
こ
と
で
す
。

お
ざ
わ
ひ
さ
し

小
澤
尚
さ
ん

宮
城
大
学
事
業
構
想
学
部
教
授

家
の
中
で
突
然
倒
れ
た
と
き
、

改
め
て
そ
の
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

そ
の
こ
と

で
圭
竺

Ｆ
己
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内田雄啓さん

（大和町）
内田さんが、 2月の茨城県医療功

労賞受賞に続き、 3月27日(金)に東

京の帝国ホテルで開かれた第26回医

療功労賞の表彰式で、厚生大臣表彰

を受賞されました。

今回の受賞は、昭和46年から取り

組んでいる山間地域の無医地区の巡

回診療活動が、 また、昭和53年から

現在まで、君田診療所の管理医師と

して献身的に活動されている功績が

認められたものです。

箕

’
三
月
は
、
立
花
隆
成
先
生
が
担
当
し
ま
し
た

琴崎, …,奄哩蕊盈繩
戦轆莞零点:､鴬.号淨時唱鐸

鑑裾簿:巍縁醤則需
境亀‘蝋』' も ,､ . Y識

溌電濫

蕊､：
蕊謬
識驚
率典齢 F

壜罵

～

…賢

……蘂

畷議

鱗
蕊蕊夢
壗巽珍

富
鍵

鰄
漁
心
魂

鍵

。
ご

碑
踊
Ｊ
一
口
一
Ｆ
一
一
溌

錐趨

地司

君田診療所
ー

の
医
療
を
支
え
て
年

そ
の
数
分
後
か
ら
次
々
と
患
者
さ
ん

が
待
合
室
に
集
ま
り
、
君
田
診
療
所
内

は
、
病
気
の
経
過
や
天
候
、
農
作
業
の

わ
き
あ
い
あ
い

こ
と
な
ど
が
話
題
に
の
ぼ
り
和
気
謂
々

と
し
た
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。

上
君
田
地
区
に
あ
る
こ
の
診
療
所
は
、

平
成
七
年
四
月
に
新
た
に
開
設
さ
れ
た

も
の
で
、
木
造
平
屋
建
て
で
約
三
六
坪

の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。
診
療
日
は
毎
週

水
曜
日
で
、
午
後
一
時
三
○
分
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
医
師
は
、
高
萩
市
医
師
会

の
協
力
を
い
た
だ
い
て
一
○
人
が
月
交

「
こ
ん
に
ち
は
！
」
。
正
午
を
回
る

と
、
最
初
の
患
者
さ
ん
が
到
着
。

君田診療所(毎週水曜日)で診療にあたって←

いる先生です。 （敬称略） 誉いち
・内田雄啓(管理医:1) ･樋渡喜一 ・飯島喜騨
･浦井利雄 ・宍戸昭夫 ・立花驚座
・諸原英雄 ・石邦輔 ・滝宗章

・大和田康夫

｢待合室で診療を待つみなさん

塞 無
医
地
区
だ
っ
た
た
め
、
市
役
所
の

旧
上
君
田
出
張
所
を
利
用
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。
当
時
は
、
亡
き
牛
島
勝
四
郎

先
生
が
常
駐
し
て
毎
日
診
療
に
あ
た
ら

替
で
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
カ
ル
テ
の
用

意
や
診
療
の
介
助
、
薬
の
準
備
な
ど
は

二
人
の
看
護
婦
が
、
受
け
付
け
や
会
計

な
ど
は
市
の
職
員
が
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

Ⅲ
Ⅲ
君
田
診
療
所
Ⅲ
Ⅲ

君
田
地
区
に
診
療
所
が
で
き
た

の
は
、
昭
和
三
七
年
の
五
月
。

、
：
ｉ
卿
鋼
財
噸
。
零
《

曇一

函
ふ
い
僻
思
ｆ
Ｆ
浄
恥
恥
啄
出
い
｛
・
綴
心
＊

零
蝦
ゞ
錘
率
諏
局
〆
》

迅

鐸

雛
難

蝿蝿

識識

れ
、
一
日
平

均
一
五
、
六

人
が
治
療
を

受
け
て
い
ま

し
た
。
恥
〉
“
ず
輩
《

現
在
の
よ
う
に
月
交
替
の
診
療
が
始

ま
っ
た
の
は
、
昭
和
五
一
年
三
月
か
ら

で
す
。
そ
の
数
年
前
に
常
駐
の
医
師
が

倒
れ
て
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
の

を
樋
渡
喜
一
先
生
は
じ
め
高
萩
市
医
師

会
の
み
な
さ
ん
が
心
配
し
、
交
替
制
で

診
療
に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
回
の
患
者
は
、
一
五
人
前
後
で
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
高
齢
者
の
み
な
さ

ん
で
す
。
畳
の
部
屋
も
あ
る
日
当
た
りげん

の
よ
い
待
合
室
で
順
番
を
待
つ
鈴
木
源

お
う央

さ
ん
は
、
「
お
医
者
さ
ん
が
、
来
て

く
れ
る
か
ら
安
心
で
す
。
こ
こ
か
ら
市

街
地
ま
で
行
く
に
は
、
私
に
は
大
変
な

こ
と
だ
よ
」
。
ま
た
、
川
崎
ち
せ
さ
ん
は
、

「
去
年
の
春
に
手
術
し
、
胸
に
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
が
入
っ
て
い
て
、
退
院
後
は
、

こ
こ
で
経
過
を
診
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
仕
事
を
求
め
て
君
田

地
区
を
離
れ
て
い
る
け
ど
、
こ
こ
が
あ

る
か
ら
心
強
い
ね
」
と
、
話
し
て
い
ま

し
た
。

薬を準備する2人の看護婦さん一
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螺罹彊毒三TI ． ． 、

｢壷24-212Fゞ 』私たちが保健推進員です I

～いつしまに健康づくりを考えましょう－①田口ハツ子

②佐藤健雄

本
町
大
和
町

春
日
町

「
胃
が
ん
や
大
腸
が
ん
の
検
診
が
あ
る
け
れ
ど
、
ど

ん
な
検
査
を
す
る
の
か
し
ら
。
私
に
必
要
な
検
診
か
し

ら
・
・
・
」
、
な
ん
て
近
所
の
人
と
話
題
に
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
よ
ね
。
仕
事
を
し
て
い
る
人
は
、
職
場
の
担
当

者
に
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
主
婦
や
一
部
の
自
営

業
の
人
、
高
齢
者
な
ど
の
み
な
さ
ん
は
、
ど
う
し
て
い

ま
す
か
。

そ
ん
な
時
に
頼
り
に
な
る
の
が
、
保
健
推
進
員
で
す
。

保
健
推
進
貝
は
、
健
康
づ
く
り
推
進
の
た
め
の
地
区
組

織
育
成
事
業
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
保
健
セ
ン
タ
ー
と

市
民
の
み
な
さ
ん
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
市
内
二
二
地
区
で
活
動
し
て
い
る
七
一
人
の

保
健
推
進
貝
は
、
基
本
健
康
診
査
を
は
じ
め
、
胃
や
大

腸
が
ん
な
ど
の
各
種
検
診
の
研
修
を
受
け
た
り
、
地
域

で
健
康
づ
く
り
の
勉
強
会
を
開
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
健
康

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

③大松きくの

④矢畑洋子

⑤照沼忠二

⑥石 忠

洋子

⑮沼田敏雄

⑯藤井君子
<敬称略〉

⑰佐藤隆一 ⑱柴田房男 、〆

青⑬宇佐美忠
川⑲鈴木 満
⑳服部 昇

⑪伊藤 實
けいすけ

⑫下山田啓右

石⑳柴田豊吉
滝⑭佐藤カツ子
月巴

前⑮村上輝夫
町

⑳柴田豊吉

⑭佐藤カツ子

郎
弘
子

五
袴

⑲中村

⑩吉井

⑪伊東

吉
豆
秋
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⑫大高 操

⑬大高けい子

⑭宮原房子

⑮小田島みつ子
みなみ

⑯渡辺皆身

⑰佐々木ミサ子

⑱佐野徹夫

⑲工藤君江

自
画
今
ロ

⑳丹 英孝

⑰今橋三郎

⑳小川てる

⑳井坂美枝子

⑳黒沢昭次

東
本
町

，一
局
一
戸

灘
妻瀧騨

蕊
一

‐
）

且錘

奪還 聯
感興

“

⑳

~

蕊

樹
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、
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｝
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川
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蕪
ゞ
》
嚢
驚
等
叢
ゞ H

零
蕊
蕊

竪灘鍵ll l

下
手
綱

上
手
綱

秋
山

⑬舟生庸子

⑭潮田政文

⑮堀内洋子

⑯下山田房子

⑰鈴木武四郎

⑱舟幡方之

⑲作山とみ子

⑳神長光一

⑪野島ちい子

⑫大部隆康

⑬大部良雄

⑭神保一郎

⑮坂本義昌
かつみ

⑯坂本勝美

⑰安斎義明

横
川

若
栗

中
戸
川

大

能

上
君
田

下
君
田

⑳鈴木義一

⑪鈴木喜一

⑫広木重信

⑬大部はっ江

⑭金澤幸江

⑮佐川淑子

⑱川松常夫

⑰鈴木義康

⑱鈴木康治

⑲豊田喜美子
洪つお ざ

⑩宇野光興

⑪今橋昌雄

高
浜
町
有
明
町

⑫大内喜代司

⑬神永朝之助
とししけ

⑭片山俊成



擬露鳶
f

F みなさんから0
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蕊
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でな人ど か活者
はどにのハと動かあ
とはよ管1 思に 、な
て 、 つ理モわ努また
も限て費二れめたが
間り捨用 1 まらは見
にあてにパすれ 、 ら
合るらは 1 ・て率れ
い予れ 、ク い先た
ま算た限を るし人
せのゴリは 地てと
ん中ミがじ 域ボは
。で類あめ のう 、
ハ行のり 、 有ン委
1 つ情ま市 志テ託
モて掃す内 のイし
二いや ｡の みアて

1 る草心公 なでい
パ回引な園 さ清る
1 数きいな ん掃業

あなたが見はと人たれら、

蕊

ハーモニーパークのことですが…

駅の跨線橋を通ったとき、駅の東側にある

ハーモニーパークを、 どなたかが、ほうきで
は

掃いているのを見かけました。

時々、ハーモニーパークを歩くと、ガムが

張りついて汚れていたりゴミなどが捨てられ

たりして、 「外観上も好ましくないし、たく

さんのお金をかけて造っても、汚れているこ

とが多くては、 その価値が下がってしまうな

あ“･」と感じていました。

ハーモニーパークの周辺に植えてある草や

あきの手入れも、何人かの手によって､時々、
剪定されてきれいになっています。 これは、

市が行っているのでしょうか。

また、冬場は、ハーモニーパークの池に水

が張ってあると、子どもたちに危険ではない

でしょうか。冷たい水に誤って入ってしまう

のでは、 ．“と心配です。水に親しめる夏場だ

け水を張り、秋口に清掃をしたあとは、水を

入れないでおいてばいかがでしょうか。

〃
甲
ｒ
恥

I

み
ん
な

市
で
は
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
パ
ー
ク
の
樹
木
の
剪
定
や

手
入
れ
を
は
じ
め
、
ト
イ
レ
や
公
園
全
体
の
管
理
を
、

市
内
の
業
者
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し

て
い
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
の
お
陰
で
す

ク
を
は
じ
め
、
市
内
の
公
園
な
ど
が
き
れ
い
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
清
掃
に
あ
た
ら
れ

I

ｰ

一

／

‘宝考
え
て
い
ま
す
。
管
理
に
は
十
分
配
慮
し
て
い
き
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
滝
の
流

れ
る
時
間
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

置
し
た
の
は
、

愛
着
を
も
っ
て
率
先
し
て
清
掃
に
あ
た
ら
れ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
憩
い
の
場
や
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
維

持
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ジ
を
一
体
化
さ
せ
た
空
間
づ
く
り
を
創
出
し
た
も
の

で
す
か
ら
、
現
在
の
方
法
で
管
理
し
て
い
き
た
い
と

て
い
る
高
齢
者
ク
ラ
ブ
や
自
治
会
、

み
な
さ
ん
の
力
で
す
。
そ
こ
に
住
坐

そ
こ
に
住
む

都
市
計
画
課
盃
羽
‐

ま
た
、
ハ
ー
モ
ニ
ー

滝の流れる

時間帯です。

植
栽
や
芝
生
の
緑
と
水
辺
の
イ
メ
ー

、

9 ：00～11

12:00～14

17:00～20

:00

:00 10

:00

淵’’
Z 16

:00

：00

２
１
１
１
内
線
４
２
２

月～金曜日

み
な
さ
ん
が
、

パ
ー
ク
に
滝
の
あ
る
池
を
設

0()～14:00

0～14:00

0～18:00

9 ：

13：

17:

00～11

00～15

00～21 ：00

０
０

●
●
■
●

土 日曜日
子
供
会
な
ど
、

ー〆

－このｺｰﾅｰでは､み腕んの鞭りを棚ちしています｡E垂葺く
6月号のテーマは、 『私の子育て』です。育児負担の解消法

や子育て支援情報など、子育て真っ最中の人への良きアドバ

イスを5月6日(水)までに秘書課へお寄せください。
I’

子

318-8511本町1-100高萩市役所秘書課Fax.24-4653

＠細全奪@忽 認可燕謬
錦一

4/29(水, ドﾗえもん南海大冒険
★ザ･ドラえもんズ★帰ってきたドラえもん

第19回市民ギャラリー

●上映時間（3回上映）

・午前10時･ 12時30分．午後3時

●入場料（当日各2()0円増）

・大人800円 ・中学生以下600円

第11回春の山野草展

5／8(金） ．◎仕1．10(日，
●時間午前9時～午後5時（最終日は

午後3時まで)。

※作品募集の内容は、 14ページに掲載。

入場券発売日4月10日(金）

ﾚｲガｲド賑I盲高購|亨ん聴溺織力ﾓﾄﾓﾝベﾘ上島名

' 2



濁 墓 ;；
移動のシーズンを迎えました。次の

ような女性は、必ず届け出が必要で
茨城県国民

す。みなさん、お済みですか？
茨城県国民

…ん繕#熱参

古典文字の金文に魅せら＃(て
［寄稿］

劃■ん －一竜
年金マスコッ

「フクちゃん

キャラクター

書は、中国の文字である漢字を素

材とします。漢字は、今から三千数 サラリーマンの 1

奥さんは、第3号

被保険者として届

け出をしませんと、

未納扱いになります。

I
－

結婚し

夫の扶

養にな

りまし

（
保
険
料
の
負
担
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
）

第
３
号
被
保
険
者
で
す
。

亘景前，嬢文義か玲抽謂壌丈募り、甲
骨文、金文、象・隷・措・行・草の書体

と進化し、文字として確立してきました。

それでは、書はどういう素材で自分の

イメ‘－ジを満たすのかといいますと、 こ

れはそれぞれ個人によって、好みや美意

識があるわけ薮す。 せ＊
私は、青山杉雨先生と師である佐川情

が1，

崖先生の古典文字による作品に魅了され

て以来、一貫して古典文字（金文）を素

材としています。

この金文は、漢字の草創期にあたる文

字で、絵画的な要素があります。文字を

よく見ると、次第に文字のもつ意味がイ

メージされ、構築的な美の創造には、好

個な素材だと思っています。 たぃじ
尽きることのない美の世界に対時でき

た喜びを糧に、なお一層、勉強を重ねて

いきたいと思っています。

佐
川

’

謙
慎
書
道
会
理
事

読
売
書
法
会
評
議
員

茨
城
県
美
術
展
会
員
・
審
査
員

’ロ
グ

・
Ｉ
Ｌ
財
帆
召

蘆
州
さ
ん
（
安
良
川
）

一一 ノ一

｜

’

第3号被保険者

には変わりあり

ませんが、その

確認をしますの

で届け出てくだ

さい。 ’

ー

扶養から外れ､ ’

第1号被保険

者になります。

／
Ｉ
、

’

（
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

第
１
号
被
保
険
者
で
す
。

今

一

60歳になる前

月までは、第

1号被保険者

になります。

夫が退職し年金 ！

！

し ’を受け始めま

|:
Iは
、一

鰯
し
よ
鰭
つ
し
よ
》
っ

『
称
頌
』

1

1

領

歳鶏鴬I
一－－

隠蹴
、～－一一一一一一一一
(に入れません。

扶養に入れ

ない場合は、

第1号被保

険者です。 ’

司

1
1
P

I
’

保険年金課窓23-2111内線232

…

’ 時間：午後2時30分から岸。お待ちしています ー 一

最後の将軍

お〔司馬遼太郎著＊文藝春秋〕

謡臓駕測:]
f十五代将…
ま〔綱淵謙錠著*PHP研究所〕
す徳川慶喜のすべて
｡ [小西四郎著＊新人物往来社〕

こ徳川慶喜家にようこそ

の〔徳川慶朝著＊集英社〕

…徳川慶喜の英略

…〔谷恒生著＊世界文化社〕

霧

4月11日(土）

州
雷

｢プーさんとはちみつ』

『とられこめいたんてい」

5月9日(土） 『りんごの袋」 『キラキラ』

開館時間9：30～17： 50

壷23-7174

4月18日(土） 『こいのぼり』 『しゅりけん」

｢かぶと」 『だましぶれ』 火 水木全土

1 2 3 4

8 9 10 11

15 16 1718

2223⑭25

⑳30

日月

#瀞
26⑳28

4月25日(土） 絵本「つきよのばんのものがたり」

紙芝居『こんぴゅうたろう』

パネルシアター『アイウエ王子」徳川慶喜

〔堺屋太一､外著＊プレジデント社〕
電星琴弓奎些､雪～ 。 。 ・ ・ ・ 1 2

5④④⑤6 7 8 9
月'9：|;瑚腱
24/31⑮262728⑳30

●は休館日

日(水）5月13

蕊
絵本｢さんかくとしか〈とまるのいえ」

紙芝居『三つのねがい』

パネルシアター「おむすびころりん』

坐
琴
靭
へ
の
い
熱
戎
川
唖
山
・
肺

（
稚
刷
川
俄
駆
珂
叫
呼
〃
Ｊ
が
り
雌
恥
飴
搦
旧
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9週廷忽急電唾砥乏緑

市議会の議長と副議長です隣蕊景垂ぎぎ主L-■ ≠ i! IJI J ≦

”
場合は、翌3日（日）に順延。

第19回市民ギャラリー
●会場同資料館の東側駐車場。

第11回春の山野草展の作品
●観察対象月。

■文化会館内第19回市民ギャラリ｜●募集人員30人。※小学生以下は、
■－実行委員会恋23-7411 「 保護者同伴のこと。
●とき5月B日(金)から10日（日） ●申込期間4月15日(水)から30日

まで。午前g時から午後5時ま （木）まで。

でで、最終日は、午後3時まで。

●会場文化会館ホワイエ。

●募集作品鉢作込品で、 1人5点 第19回市民ゴルフ大会の
以内。※300点になり次第締め

参加者
切ります。

文化会館内第19回市民ギャラリ

ー実行委員会恋23-7411

灘蝋
議長もとしげ
鈴木本成さん

(平成10年3月17日から）

副議長

矢代洋三さん

(平成9年12月9日から）

應睡誕段裂罰1蕊

蕊城県体育協会蕊褒爵
平成9年(財)茨城県教育長・体育協

会長の褒状授与式が、 3月7日(土）

に茨城県武道館で開かれ、次の3人

が、同協会長褒賞を受賞されました

計市民体育館盆23-2552
●とき5月311ヨ（日）。

●会場高萩カントリークラブ。

●競技方法 18ホールストロークプ

レー（新ペリア方式)。

●募集人員 200人。※先着順。

●プレー費 13,000円。※食事代を

含む。

●参加費 2,000円。

●申込方法4月21日(火)から参加

費を添えて市民体育館へ。

訓。竺〆 ●申込方法4月14日(火)から26日

（日）までに、文化会館に備えて

ある申込書に記入して申し込む

こと。

鈴木学さん
（島名）

＊ボクシング＊

〔茨城県教育

長賞も受賞〕

優
秀
選
手

｢茨城県青年の船」の参加者

0vertheSea夢と友情を求めて

教育委員会生涯学習課盆23-1131

胄年の船実行委員会狂029-226-1508

●期間10月25日（日）から11月3日

（火）まで。

●訪問国中国（上海など)。

●内容現地の青年との交流や船内

での交流など。

●参加費14万円。

●募集人員 400人以上。

●対象16歳からおおむね35歳まで

の男女。

●締切り 7月31日(金)まで。

声音課盆23-1131

会狂029-226-1508

’
’

金成勝子さん
（上手綱）

＊剣道＊

法律相談のご利用を

計秘書課 内線252 卜
●とき4月30日(木)午後1時から。

●会場市民相談室。

●募集人員B人。※先着順。

●相談員茨城県弁護士会所属の弁

護士植崎明夫さん。

●相談料無料。

●申込4月27日（月）の午前B時30

分から電話で受け付けます。 。

個
人

鰯ぎ：
f：

優

蓄藤咲織さん “ ＝

薯鄭競恥

ー

可

ⅡNFORMATION INFORMATION INFORMATIONI'0唖BmRMABUION INFORMATION

お
い
し
い
お
茶
の
い
れ
方
や
い
た
だ
き
方
、

お
菓
子
の
い
た
だ
き
方
な
ど
、
日
常
生
活
に
役

立
つ
煎
茶
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き
毎
月
の
第
２
・
第
４
火
曜
日
。
午
後

１
時
釦
分
か
ら
３
時
釦
分
。

■
会
場
中
央
公
民
館
和
室
。

口
征
矢
孝
子
さ
ん
狂
閉
‐
７
０
５
２
（
午
後
６

時
以
降
）

■
対
象
小
学
３
年
生
か
ら
Ｓ
年
生
ま
で
。

■
募
集
人
員
各
学
年
と
も
約
釦
人
。

■
練
習
日
原
則
と
し
て
水
曜
日
。

■
練
習
時
間
（
約
１
時
間
）

３
．
４
年
生
：
午
後
５
時
か
ら
。

５
．
ｓ
年
生
袈
：
午
後
６
時
旧
分
か
ら
。

■
会
場
高
浜
運
動
広
場
。

■
内
容
基
礎
技
術
や
戦
術
の
習
得
。

■
申
込
方
法
往
復
は
が
き
に
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
学
校
名
と
学
年
、
保
護
者
氏
名
と

捺
印
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
返
信

先
宛
名
を
書
き
、
〒
３
１
４
１
０
０
２
１

鹿
嶋
市
粟
生
東
山
２
，
Ｂ
Ｂ
７
㈱
鹿
島
ア

ン
ト
ラ
ー
ズ
Ｆ
Ｃ
ス
ク
ー
ル
事
務
局
へ
。

■
締
切
り
４
月
間
日
㈲
・

ロ
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
Ｆ
Ｃ
ス
ク
ー
ル
事
務
局

窓
Ｏ
２
ｇ
ｇ
ｌ
別
‐
Ｂ
Ｂ
１
４

煎
茶
道
東
阿
部
流
サ
ー
ク
ル
の

会
員
募
集
中

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
Ｆ
Ｃ

『
ク
リ
ニ
ッ
ク
高
萩
校
」
の
堆
徒
募
集
中
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jみ〃〆

瀞fZfi

、

辻 ◆高萩市役所は､盆23-2111です《
｡

てしまっては大変ですc

そこで、便利で安心

な口座振替をお勧めし

ます。手続きは、最寄

りの金融機関に口座番

中小企業福祉センター《

丙種…5月B日(金)、水戸市民

会館。

時間は、いずれも午前9時30分

から午後3時30分まで。

号の分かるものと口座の印鑑をお持

ちになって手続きを取ってください《中央公民館と松岡地区公民館の

合同講演会を開きます

脇綴驫総:繩：
●とき5月1日（金）

午前10時から正午まで。

●会場文化会館。

●入場料無料。

●講師東京大学理学博士

大場秀章教授。

●演題高萩市の郷土の先人

『ソメイヨシノとワサビの
じんぞう

名づけ親松村任三』

白
ロ －1125

－nハグ)〃

恋恋

4月から変わりました

国民年金の保険料は13,300円

呂保険年金課 内線232 1
国民年金の保険料が、4月から月

額13,300円に変わりました。

国民年金の運営は、加入者の保険

料と基礎年金分の3分の1にあたる

国庫負担によって賄われています。

高齢化がいっそう進む中で、安定

■免除制度があります

失業や事業の不振、多額の医療費

の支払いなどにより、国民年金の保

険料を納めることができない人は、

相談ください。所得制限があります

が、一時的に保険料の納付を免除す

る制度があります。

国民年金は、他の年金と通算して

25年以上ないと老齢年金が受けられ
ーした年金制度として運営していくた ないばかりか、障害年金なども受け

めには、年金給付とのバランスをと られなくなってしまいます。

りながら適正な保険料の負担が必要 免除された期間は、納付した期間

です。このため国民年金制度は、5 の3分の1について給付されます。

年に一度、年金収支と給付のバラン また、学校法人になっている学校の

スの計算を行い、保険料の見直しを 学生の場合は、下宿代などがかかる

行っています。 ことから、特別に免除規定がありま

すので相談ください。

■保険料の割引き制度

月々納めると 一度に納めると 割引額

定額保険料 13,300円×12か月＝159,600円 155,750円 3,850円

付加保険料 13,700円×12か月＝164,400円 160,430円 3,970円

割引額

3,850円

3,970円

危険物取扱者試験と試験

準備講習会

|霊歴黒鱒轍欝
●試験日 （甲・乙・丙種）

B月28日 （日）。

●試験会場日立第一高等学校。

●願書受付日持参の場合は、5月

6日(水)に県立中小企業福祉セ

ンター。郵送の場合は、試験研

究センターあてに4月24日（金）

から5月14日(木)まで。

●講習会日と会場

・甲・乙種…6月4日(木)から5

日(金)、 日立市の勤労福祉会館。

・丙種…5月18日(月)、県民文化

センター分館。

L･学請篭娼繍(水,､県立

防本部内
勺ーウ勺匡○

謹謝評蕪鰯
国民年金の保険料は、毎月納める

ことになっています。でも、この保

険料の1年分を4月30日(木)までに

納めると割引きになります。 ス

［］ 『うんてんしゅさんちいさな
プゴ
ぼ＜がみえますか？｣,ﾗ羊f名勤、ノ■便利で安心な口座振替

国民年金は、最長で40年という長

い期間にわたって納めていきます。

その間に納め忘れが起きてしまい、

大切な年金が減額されてしまったり、

場合によっては、受けられなくなっ

聖
○

連動の重点｜
D子供の交通事故防止

（

②高齢者の交通事故防止

③シートベルトの着用の徹底！

INFORMATIUN司INFORMATION INFORMATIONINFORMATION INFORMATIUN

測
蕊
蕊
噌

笛
や
太
鼓
に
合
わ
せ
て
三
匹
の
獅
子
が
舞
う

ど
こ
く
ほ
う

棒
さ
さ
ら
は
、
病
気
や
災
禍
を
払
い
、
五
穀
豊

じ
よ
吟
フ

饒
を
願
っ
て
奉
納
さ
れ
ま
す
。

■
と
き
４
月
肥
日
日
午
前
川
時
か
ら
午
後

１
時
ま
で
。
※
雨
天
時
は
、
松
岡
小
学
校

体
育
館
。

■
会
場
丹
生
神
社
（
下
手
綱
）
境
内
。

口
図
書
館
内
丹
生
さ
さ
ら
保
存
会
事
務
局

ａ
閉
１
７
１
７
４

登記簿の謄本・抄本、登記事項証明書･･････････…･･･…・・

商号・未成年者・後見人・支配人登記簿の謄本・抄本

1通1 ,000円

,･ 1通500円

謎
調
手
数
料
を

迩
撤
か
ら
改
定
し
ま
し
た

登記簿またはその附属書類の閲覧･･…･･…･･ 1登記用紙（事件)500円

登記事項要約書･･･…･･･…･･･………･･･……･･････…･･･ 1登記記録500円

地図または建物所在図の全部または－部の写し……1筆（個)500円

地図または建物所在図の閲覧･･･…･･･……･…･･…･･…｡｡…･･ 1枚500円

登記事項に変更がないこと、ある事項の登記がないことの証明

…･･･ 1件500円

印鑑の証明書･････ ･ ･…･･･････････…････････｡.………･…･…･････ 1件500円

鉱害賠償登録簿の謄本・抄本･…･･……………･･･……･･･ 1通1,000円

鉱害賠償登録簿またはその附属書類の閲覧…1登記用紙(事件)500円

a029-231-4211口水戸地方法務局
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｜ 日立･高萩．+王広域下水道組合｜

水道です 排水設備指定工事人制“
’ 工務課盆32-5595 1

日立･高

ﾛ己日立市
4月1

▼
と
き
５
月
ｇ
日
出
と
Ⅶ
日
㈲
。

▼
時
間
正
午
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

▼
会
場
・
９
日
・
・
・
日
立
会
場
〈
パ
テ
ィ
オ

モ
ー
ル
、
ま
い
も
１
る
、
ひ
た
ち
ぎ
ん

ざ
モ
ー
ル
、
日
立
新
都
市
広
場
〉

．
Ⅷ
日
…
多
賀
会
場
〈
Ｊ
Ｒ
常
陸
多
賀
駅

日から次のように改正になりました。 、

＊工事人の指定の主な要件

・茨城県内に営業所などを有すること。

・ 日本下水道協会茨城県支部主任技術者名簿に

登録された人(専属の人に限る)を有すること。

・排水設備工事に必要な設備、器材を備えて

いること。

＊工事人の登録申請など

・登録手数料は、 1万円。指定期間は、5年

間です。

・申請は、随時受け付けています。

3年以内に水洗化工事

をしましょう

下水道工事中、地域のみ

なさんには、たいへんご不

便をおかけしましたが、次

の地域で公共下水道が使え

るようになりました。

この地域に家屋を所有し
ている人は、3年以内に汲

み取り便所を水洗便所に改

ロ

ち
国
際
大
道
芸

》

前
、
よ
か
っ
ぺ
通
り
、
駅
前
通
り
〉

▼
内
容
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
、
ネ
オ
チ
ン
ド

ン
、
道
化
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
な
ど
、
世

界
中
で
活
躍
す
る
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
ニ
ュ

ー
フ
ェ
イ
ス
ま
で
必
見
の
大
道
芸
人
約

川
組
が
出
演
。

▼
料
金
無
料
。

ロ
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
助
日
立

市
科
学
文
化
情
報
財
団

盆
０
２
９
４
１
劃
１
７
７
１
１

ヨシ’

※（ ）内は、 3月現在の学年です。

★標語の部

最優秀賞『この水が再び生きて返す恩」

三浦正さん（秋山）

優秀賞「あなたの町わたしの町きれいに

なるね下水道」石右子さん（本町）

佳 作「きれいな町にみんなでつくろう

下水道』石綾子さん（高萩中2年）

★薑道の部…
最優秀賞と茨城県知事賞入選

滝野愛さん

(高萩小S年）

L昨年のようすからー

花園神社例大祭

…ささら舞い函
★ポスターの部蕊瀞懇懇蕊灘
優秀賞松尾竜雄さん(高萩小5年）

佳作 小関めぐみさん(高萩小2年）
優秀賞山口佳奈子さん(高萩小6年）

佳作 青柳早織さん(秋山小6年）
▼
と
き
５
月
５
日
㈹
午
前
９
時
か

ら
午
後
２
時
ま
で
。

▼
会
場
北
茨
城
市
華
川
町
花
園
神
社

▼
内
容
縁
起
は
古
く
、
前
九
年
・
後

三
年
の
役
に
来
社
祈
願
し
た
源
頼

義
・
義
家
父
子
が
奉
納
し
た
の
が
最

初
と
い
わ
れ
、
優
雅
に
し
て
野
趣
に

富
む
伝
統
の
舞
い
。
北
茨
城
市
の
無

形
文
化
財
。

口
北
茨
城
市
秘
書
広
報
課云

嶋
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

q
●
『
１
１INFORMATION 》 mmmRMATIONATION

出
来
る
人
。

口
事
務
局
高
野
利
幸
さ
ん

ク
ラ
ブ
会
員
は
、
コ
ー
チ
を
含
め
て
Ｂ
人
で

す
が
、
全
国
大
会
な
ど
に
も
出
場
し
て
い
ま
す
。

■
練
習
日
と
会
場

第
１
土
曜
日
…
日
立
市
折
笠
ス
ポ
ー
ツ
広
場
。

第
２
１
４
土
曜
日
…
北
茨
城
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。

■
練
習
時
間
午
前
川
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

■
対
象
車
イ
ス
使
用
者
や
足
に
ハ
ン
デ
ィ
の

あ
る
中
学
生
以
上
の
人
で
、
自
己
管
理
の

桜
の
花
が
見
ご
ろ
で
す

Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城
衛
星
通
信
所

通
信
所
構
内
に
あ
る
約
二
八
○
本
の
桜
の
木

の
つ
ぼ
み
が
、
膨
ら
み
始
め
て
き
ま
し
た
。
今

年
も
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
開
花
時
期
４
月
中
旬
頃
ま
で
。

■
開
放
時
間
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。

■
注
意
事
項
構
内
は
禁
煙
で
す
。
ア
ル
コ
ー

ル
類
や
カ
ラ
オ
ケ
は
、
ご
遠
盧
く
だ
さ
い
。

□
Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城
衛
星
通
信
所
盃
副
‐
Ｓ
１
２
ｇ

会
員
募
集
中

茨
城
車
イ
ス
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の

溌挫抄
ａ
岨
ｌ
Ｓ
２
３
５

翰溌鯵畷鰯鍾総遜
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4月…19旧)、 20(月)、 26(日)、 29(水）

5月…3旧)、 4(月)、 5㈹、 10旧）

＊花貫クリーンセンター盆22-4318



絵

＃4月1日から

市穆所の組織(名称)が一部変わりました。

薪一罫嚥蕊､噌雪嚇鯛灘蕊ました“

|名称変更蝋i舗鍬…が｢交遇市民活
建設部区画整理課の計画係が『管理係｣になりました。

廃 止溌撫灘鶏耀鑿縣溌:土地
事務室の市長公室新都市整備事業推進室の事務室が、第三庁舎
変 更西側の別棟から、本庁舎2階市長公室へ移りました。

今年度も、毎週月曜日の夜間に、高萩中学校の
体育館を自由開放します。

今回は、バレーボールやバスケットボールなど

自由に運動のできるコートと親子で楽しく参加で

きるインデイアカ・ソフトバレーボールなど、ニ

ュースポーツの紹介と実践を行うコートに分けて

開放します。 また、バドミントン （ネットと支

柱） と卓球台も用意してあります。

■開放時間毎週月曜日の午後7時から9時まで。

｜※ただし、祝日を除く。

※体育館シューズ持参のこと。

、／

靭月⑪日付の人事異動です
ぐ部長＞織繍|灘職職繍灘鵜灘辮蕊鍵灘議灘辮識繍
●市長公室長･･･下山田正弘●総務部参事兼税務課長…青山

治郎●経済部長…小泉米三●経済部参事兼農林課長…鈴木

俊光●教育委員会教育次長…芳賀博行●高萩市・十王町事

務組合事務局長…斉藤博

く課長＞灘鱗灘騨織繍驚灘欝…蕊蕊鐸議識鍵蕊識
●市長公室企画開発課長…鈴木勝一●民生部保健センター

所長･相良光男●民生部介護保険準備室長･･沼田浩●経済

部商工観光課長…鈴木末男●経済部副参事企業誘致担当･･ ・

遠藤宏●建設部都市計画課長…斎藤栄●建設部副参事（建

築主事）…細金俊矢●教育委員会庶務課長…熊谷哲之●文

化会館長…松本三郎●教育委員会学校教育課長…鈴木充弘

●教育委員会中央公民館長…豊田信二●高萩市立学校給食

センター所長兼調理係長･･鈴木修司●監査委員事務局長…

鈴木一司●高萩市住宅公社課長…大武時男

<課長補佐＞ 』:職灘|職職職聯職灘織蕊溌蕊識識織灘灘
●市長公室秘書課長補佐兼秘書係長…北畠敏彦●総務部財

政課長補佐兼財政係長…柴田浩之●総務部庶務課長補佐兼

文書係長…皆川敏夫●民生部福祉事務所長補佐兼援護係長

…鈴木幹博●民生部介護保険準備室長補佐…佐川俊幸●経

済部農林課長補佐兼農林係長…佐川邦夫●建設部都市計画

佐兼施設係長…坂場博一●建設部建築課技佐（建築主事）

…鈴木清寿●教育委員会庶務課長補佐兼施設係長…島崎武

純●教育委員会庶務課長補佐兼庶務係長…井坂武寿●教育

委員会スポーツ振興課長補佐兼スポーツ振興係長…田口滋

美

く係長＞鱗灘驚鍵蕊蕊蕊議蟻識職I職職I撫繍職職|""
●市長公室企画開発課開発係長…藤井勝●市長公室付係長

（県農政企画課）…梶山祐一●民生部保険年金課医療福祉

係長…小田倉直子●経済部農林課農業土木係長…下山田忠

廣●建設部土木課管理係長…吉久保昌弘●建設部建築課建

築指導係長…水野浩一●水道部業務課業務係長…黒羽修

●農業委員会事務局農地係長…下山田幸●高萩・北茨城広

域工業用水道企業団係長…佐藤正明●水道部施設課浄水1

係長…鈴木光利

く新規採用職員＞…灘蕊識灘鱗繍;癖識灘
●民生部保健センター保健婦…大野幸惠●建設部区画整理

課技手…鈴木亨●建設部建築課技手…寺島勉●建設部建築

課技師…石川宏

<3月31日付の退職職員＞繊辮灘繍辮|鱗鱗辮鱗
◆坂本次男〔経済部長〕◆星勝英〔経済部参事兼商工観光

課長〕◆江尻寛〔教育委員会教育次長〕◆赤津芳子〔民生

部福祉事務所〕◆沼田稔〔民生部保険年金課〕◆佐藤弘美

〔高萩保育所〕◆阿久津ミイ子〔秋山小学校〕◆寺島喜久

枝〔高萩中学校〕◆小林桂子〔学校給食センター〕

＝戸

ー

｜ 課長補佐兼庶務計画係長…渡辺恭伸●建設部都市計画課技
つ

| | llll llll l llll l lllll l llllll llll l l lll l l l ll l l l l lll l llll l l lll l l l ll lll l ll l
l l l l l l l l l | | | | l l l l l l l l | | | | | | | | | | | | | | l l l l l ll l l l l

|I善意の窓| | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | | |
珠社会福祉協議会へ

・松田廣さん（下手綱)100,000円 §

・高萩市カラオケ望み会

30,000円

・創建葬儀社 15,000円

・谷田部庄一さん外9名共有地地

権者会 50,000円 4

．加勢かつ子さん(北茨城市）

介護用のギャッヂベッド、エ

アーマット各1台 』

鈴中央公民館へ

・平成9年度高齢者大学卒業生

学習用放送器具一式と卒業記 4

念アルバム

鵜松岡地区公民館へ

・平成9年度高齢者大学卒業生 4

電気ポットとキャスター付き

ワゴン車各1台

珠小学1年生への入学祝い

・茨城ひたち農業協同組合

交通安全帽子390人分

・東京電力㈱茨城支部高萩営業所

セーフティハンド390人分

繋高萩市・十王町事務組合へ

・茨城県廃家電品適正処理協力協

議会 フロン回収機と積載車

兼東幼稚園へ

・同幼稚園父母と先生の会

大型積木1組

鵜高萩小学校へ

・同小学校第51回卒業児童・保護

者一同 掲示板1基

龍図書館へ本寄贈

・佐藤春夫さん（島名）

け

癖…鞍鯵

蕊
〃

''7
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l｡
溌鐵鶏識鍾翁謹凝溌ぶ
高萩市社会福祉協議会で地域福祉の講演会と研修会

福私の諺づくｼ溌泌巣膳1 ，ノ叶車弓膣

会」
2日(日）

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
研
究
集
会
で
は
水
戸
赤
十
字
病

院
婦
長
の
園
部
正
子
さ
ん
を
講
師
に
、
地
域
ケ
ア
推
進

事
業
研
修
会
で
は
茨
城
大
学
生
涯
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

助
教
授
の
長
谷
川
幸
介
さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
介
護
に
つ
い
て
の
考
え
方
な
ど
を
聞
き
ま

し
た
。
ま
た
、
く
ら
し
に
活
か
す
介
護
教
室
で
は
、
実

際
の
介
護
法
に
つ
い
て
体
験
を
交
え
て
学
び
ま
し
た
。

同
協
会
で
発
行
し
た
『
ゆ
ず
り
は
」
第
四
号
を
記
念
し

て
開
か
れ
、
会
場
の
図
書
館
会
議
室
に
は
肥
人
が
参
加
。

爵篭
＃効一

蒲
郷
潔
蕊
繊
憩
蕊
蕊

蕊沌或ケア推進卑緬櫓会

鴬
L 二

』

蕊犠鋤識鐘耀働職織繍
カラオケ望み会で「カラオケ・舞踊発表会」

m_mg
3月1日旧）

雛 雲鷺 ３ 16日（月）
鞠舞二二"'一

歌
と
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

卜
に
招
か
れ
た
山
崎
洋
子
さ
ん
や
東
竜
司
さ

さ
ん
の
愛
好
者
が
つ
め
か
け
る
中
、
自
慢
の

歌
と
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ゲ
ス

ノ
ハ
手
と

帥
人 第
皿
回
を
迎
え
た
こ
の
発
表
会
に
は
、
約

人
が
出
場
。
会
場
の
文
化
会
館
に
は
た
く

囲
ん
で
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

魂
簿
溺
篭
熱
濁
翻
罰
騨
篭
騨
祷
謝
騨
離
孵
溌
鰯
羅
雛
齢
禰
識
翻
溌
蝿
癖
瀞
鎮
ぶ
輔
蕊
騨
灘
鰯
灘
謝
鳶
引
認
蕊
錬
ｆ
誌
』
期
繍
灘
穂
鎚

鶏夢罵溌代で熱唱
釣 高萩市ふるさと合唱団が茨城県ふるさと

歌唱大会に出場 3月1日（日）
めみを立介入せが親でと
るな披ちに場て出子開し県
一呉 Jョ毒 L一一 t圭 1 工■ ．L臼一 ょ、－ 1類

県農

叩

｛

林
漁
民
芸
術
祭
の
一
つ

と
し
て
、
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
こ
の
大
会
に
は
、

親
子
三
世
代
の
み
な
さ
ん
砥
人

が
出
場
。
市
民
ば
や
し
に
合
わ

せ
て
お
そ
ろ
い
の
ハ
ッ
ピ
姿
で

入
場
し
、
ふ
る
さ
と
高
萩
の
紹

介
に
続
い
て
、
「
市
民
の
歌
」
「
旅

さ
ん
し
よ
う

立
ち
」
「
大
地
讃
頌
」
の
３
曲

を
披
露
。
親
子
の
絆
や
地
域
の

み
な
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

’

灘
〃
J1■

F守哩喝

,誰

＃

‘ 1
鵜J
鶴弾 寮､1 4 雛

#

議耀蕊鍵難
鈴

;撫篭蕊識識蕊灘鍵鍵識蕊議蕊灘驚
忍騨患

蕊蕊
三

篭蝿議
蝿

欝蕊溌蕊循裟癖丘■…，"？"Ⅲ…論…県ふるさと歌唱大会 難蕊灘
輯印域

蕊蕊
篭驚…識

逸 鼎

鑑羅鶴W螺鯉樺●

雛；
灘歩

蕊

錘

誹

職噌感患
琴

“

1

鐘
鐘

癖

“
鱸！

ピ－' 一卜 ツクス ＊

篭…頴垂輔……輔辮…駕鍔…幕:総錐謹撚i鵜鑪謬f漁料纈蕊 蕊i繕蕊灘撫鶴簿§識錨癖
ﾛ ﾛ

神寺濡韓
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〆

釦
ら 可相談の 溌騒聯雛

3月8日旧

<無料> ; ; ■1
二

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
防
火
の
心
構
え
を
学

ぶ
こ
の
防
火
訓
練
に
は
約
卵
人
が
参
加
。
家

庭
に
備
え
て
あ
る
消
火
器
を
持
ち
寄
っ
て
向

洋
台
中
央
児
童
公
園
に
集
合
し
た
み
な
さ
ん

は
、
消
防
署
職
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
燃

え
盛
る
炎
に
向
け
て
消
火
器
の
安
全
栓
を
引

き
抜
い
て
消
火
剤
を
吹
き
か
け
＄
実
践
さ
な

が
ら
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

交通＝故相談一 ：蕊蕊溌録ゞ

4//21(火)午前10時～午後3時／市民相談

室口生活環境課内線362

行政相談 ：

4／9(木)と23(木)午後1～3時／市民相

談室／鈴木清相談委員盃22 2095口秘書課

内線252

楠装具の…棺談： Ⅲ ： Ⅲ ﾒ ＃"〃 " " Ⅷ ホ

4／24(金)午前9～12時／高萩市民セン

ター口福祉事務所内線353

年金椙談午前10時～午後3B寺

常陽銀行高萩支店丑22-2160…5／8（金）

茨城銀行高萩支店壷22 2028…5／7（木）

茨城ひたち農業協同組合高萩地区支店

狂23 3617平日午前9時～午後4時

糯神爆健相談(予約制）

4／22， 5／6 ． 13．20の水曜日午後1～

2時口日立保健所冠024 22 4188

義綾発童で平和への患い蜜綴屡議す
高萩小学校で「平和の日」の記念行事 2月26日耐

一
昨
年
の
被
爆
柿
の
木
二
世
の
植
樹
を
機

に
制
定
さ
れ
た
「
平
和
の
日
」
を
記
念
す
る

行
事
が
同
校
の
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
児
童
一
人
ひ
と
り
が
表
を
着
色

し
、
裏
に
は
平
和
へ
の
思
い
を
綴
っ
た
は
が

き
大
の
紙
を
持
ち
寄
り
、
低
学
年
・
高
学
年

に
分
か
れ
て
張
り
付
け
、
そ
れ
ぞ
れ
ベ
ニ
ヤ

２
枚
分
の
絵
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

!､
お気軽にご利用＜ださし

市民サービスコーナー
知 せb

毎週水曜日は、

市民課の窓□が

午
｢取預丙蓉1

＊ 祝祭日は休み
し住民票の交付

し戸籍膳（抄）本の交付

し印鑑登録と印鑑証明書の交付

●市民課内線221●

こ
れ
は
青
年
会
議
所
の
創
立
訓
周
年
を
記

日
念
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
会
場
の
中
央
公
民

調
館
に
は
約
１
５
０
人
が
参
加
。
茨
城
県
環
境

月
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
廣
戸
京
子
さ
ん
を
講
師
に

す
３

招
い
て
「
だ
れ
に
で
も
出
来
る
循
環
型
社
会

露
蕊＃画

瞬
の
知
恵
」
と
題
し
た
講
演
会
の
後
、
買
い
物

篭
カ
ゴ
と
し
て
利
用
で
き
る
エ
コ
バ
ッ
ク
が
参

加
者
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

謝
酔
驚
理

》
拙

議
減

秘
》
錨
》 ー

胴開国胴：ハん…て…
■■■■■■■■■■■■■■■■

■

■

森林公園に設置された山崎猛さん制作の彫

刻の数々･園内の周回道路を歩くと、子ども

の無邪気な姿や柔らかい曲線に包まれた女性

のブロンズ像などに出会います。その数8点c

春の陽射しを浴びて芽吹く木々に囲まれて、

新たな森林公園の息吹を感じさせます。豊か

な自然と造型の美が奏でる快いハーモニーを

みなさんもぜひ楽しんでみてください。 （茂）

了f了の職場は、人事異動により新しい顔ぶれ

でみなさんをお迎えしています。ツーと言え

ばカーで対応してくれたのに…などの声が聞

こえそうですが、全職員が動いたわけではあ

りません。ご迷惑をかけないようチームワー

クの良さでカバーします｡私はと言えば､広報

に根が張って11年目。カバーしきれないぞ！

の声をまた聞くことになりました。 （ヒロ）

｢~5二まちの情報をお寄せください 。 、

善；･雪
a

≦=:､ ﾆﾆ・ I"‘雫:‘！ 『“ ” “ ； @ i:: " : ;_ノ

、

4函郵税はく固定資産職蝿画轆蜘と国民年金[4月分)函f""､4月30日㈱です。19



穂積家の庭園
超コ…轌垂…一一一一

藪蕊章

寧蕊裁蕊館〔3月4日“と識躍蕊霞懲儀

蕊懸月SB<"奮高議蓋愈零蟻皐蕊獄

卒業式を迎えたのは、中央公民館が

50人、松岡地区公民館が19人のみなき

んで、在校生や関係者が見守る中、卒

業証書が手渡されました。また、引き

続いて行われた修了式では、両館合わ

せて178人のみなさんが修了生として

出席しました。

一

県指定文化財の穗積家住宅。寛政元年

（1789年）に建てられた江戸時代中期の

代表的な豪農住宅です。この敷地内にあ

る庭園も同年代に造られたもので、江戸

時代末の「穂積家屋敷絵図」にも今と変

わらない姿で描かれています。

前蔵から続く庭園を望む遊歩道を歩く

と、池を配して威容なたたずまいを見せ

員穂積家が姿を現しま患う荒の右手には
漆喰でまぶしく染まる衣裳蔵が恥ずかし

そうに顔を出しています。庭園の自然に

溶け込んだ古人のたゆみない生活にふれ

るひとときです。この先、タイムスリッ

プした道は、木々の中に続いていきます。

た
ゆ
み
な
い
堆
活
に

ひ
と
と
き

虫輔殿凝藩駕篭し麓塞燕溝恋資溌綴鞠
駁壊擬も泌訓綴 3月9'B御i躯鮫〉

高萩市・十王町事務組合消防本部で

行われたこの訓練には､両市町と北茨

城市、 日立市から延べ153人の消防署

員が参加｡ヘリコプターによる大規模

山林火災時の消火資機材の取り扱いに

ついて実践さながらの真剣な訓練を受

けました。

ー

| | | | | II| | | | |5月の日曜当番医です｡(時間)午前9時-午後4時| | | | l l l l l l

圃
国

１’人の動き市民憲立早

3月1日現在／

256人（-34）

374人（-25） 且③ 17,882人（－9）
678世帯（-10） ＊ （ ）は前月比

●人口

号．
●世帯数

qR
JJ

17

11競綴票霧議篭驫適厳鯉遜綴麹綴議裳が

フ蕊璽蕊腹車登蜜蕊 3月20日鱒

この回収車には、オゾン層を破壊し

地球の環境に大きな影響を与えている
“ "X ： ､ ， ｡ ､ ， ； : .‘

フロンを回収する装置を積載していま

す。北部衛生センターでは§■不燃性粗

犬ゴミとして家庭から出された冷蔵庫
からフロンを抜き取る作業に活用する

ことにしています3℃ ■ 3; # ■J} ; J ■ｷ

1． 自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

1． きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

1．礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

1．元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

1．思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

’ ■印刷//藤枝印刷司■発行／平成10年4月6日 ■編集／高萩市役所秘耆課〒318-8511茨城県高萩市本町1 丁目100番地
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